
大分大学消化器・小児外科 検索

受 付 時 間

お問い合わせ

新患　8：30 AM～11：00 AM   
再来　時刻予約制

外科外来／（097）586-6840 または 6841
消化器・小児外科医局／（097）586-5843
〒879-5593 由布市挾間町医大ヶ丘1丁目1番地
ご紹介やお問い合わせについては、外科外来、
もしくは外来医長（河野）までご連絡頂ければ幸いです。

消化管外科 肝胆膵外科 肥満外科 小児外科

消化器外科 小児外科
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衛藤　　剛
上田　貴威
二宮　繁生
平塚　孝宏

柴田　智隆
蔀　　由貴
板井　勇介

遠藤　裕一
平下禎二郎

遠藤　裕一
髙山　洋臣

小川　雄大

猪股　雅史
衛藤　　剛
白下　英史
二宮　繁生
赤木　智徳
河野　洋平
平塚　孝宏
蔀　　由貴
板井　勇介

白下　英史
赤木　智徳
河野　洋平

増田　　崇
髙山　洋臣

遠藤　裕一
髙山　洋臣

小川　雄大

遠藤　裕一
平下禎二郎
増田　　崇
髙山　洋臣

遠藤　裕一
髙山　洋臣

小川　雄大

〈非常勤〉
當寺ヶ盛学

〈小児便秘外来〉
大野　康治
（第２・４週）
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診療紹介ムービー



医師紹介 診療科目

ごあいさつ

　平素より当科の診療連携や人材交流にご支援頂き、誠にありがとうございます。
2024年は、医療の質を更に向上させるため、「低侵襲手術」「がんに対する集学的
治療」「Acute Care Surgery」を引き続き診療の３本柱として掲げ、診療体制の強
化を図っております。当科では、食道癌・胃癌・大腸癌・肝癌・胆道癌・膵癌といった
消化器悪性疾患に対する高度な治療、小児外科における専門的ケア、また2023
年４月に開設した肥満・糖尿病先進治療センターによる肥満治療を継続的に提供
しております。さらに、低侵襲手術センターにおいては、手術用ロボットであるda 
Vinci Xi®とhinotori™の２台体制にて、さらに適応を拡大し正確かつ安全な手術
を行っています。大分県唯一の特定機能病院、都道府県がん拠点病院として、今後
も地域医療の充実と発展に貢献して参ります。

消化器外科・小児外科
診療科長 教授
猪股 雅史

グローカル感染症
研究センター 教授
消化管外科
衛藤 剛

高度医療人育成講座
教授
消化管外科
白下 英史

総合外科・
地域連携学講座 教授
消化管外科
上田 貴威

高度救命救急センター
診療准教授
消化管外科
柴田 智隆

准教授 
副診療科長
肝胆膵外科
肥満外科
遠藤 裕一

総合外科・
地域連携学講座 准教授
消化管外科
平塚 孝宏

病院特任助教
消化管外科
青山 佳正

総合外科・
地域連携学講座 助教
肝胆膵外科
肥満外科
髙山 洋臣

講師
消化管外科
二宮 繁生

講師
消化管外科
赤木 智徳

助教
消化管外科
蔀 由貴

先端がん毛髪
医療開発講座 
准教授
消化管外科
河野 洋平

診療講師
肝胆膵外科
増田 崇

医員
消化管外科
河野 陽子

病院特任助教
消化管外科
板井 勇介

専攻医
横山 直樹

助教
小児外科
小川 雄大

病院特任助教
肝胆膵外科
河村 昌寛

専攻医
川口 蓮太

専攻医
藤原 景司

食道疾患

食道癌に対する新しい低侵
襲治療として、県内で唯一、
開胸を必要としない縦隔鏡
下食道切除術、放射線化学
療法後の再発/遺残に対す
る光線力学療法を導入して
います。また、ロボット支援
下食道切除手術も導入して
おり、より低侵襲で患者さん
のQOL向上を目指した治療
を行っています。

胃領域では、高難度症例や
集学的治療症例への腹腔
鏡下手術や大分県唯一の
ロボット支援下胃切除術を
安全かつ積極的に導入して
います。また機能温存や高
齢者に対する個別化低侵
襲治療も推進しています。さ
らに将来のAI支援内視鏡外
科手術の臨床応用に取り組
んでいます。

直腸癌・結腸癌に対してロ
ボット支援手術を行なって
おり、繊細な操作が可能と
なりました。局所進行直腸
癌に対しては、長期予後向
上を目的に集学的治療を行
います。また下部直腸癌の
肛門温存を積極的に進めて
います。

腹腔鏡下手術を第一選択とし
て回復が早く、疼痛が少ない
低侵襲治療を行っています。

内科的治療抵抗性の逆流症
状がある症例や、巨大な食道
裂孔ヘルニアによる嚥下障
害、呼吸器症状を有する症例
などは手術の適応です。食道
裂孔ヘルニアに対しても腹
腔鏡下手術を行っています。

肝胆膵外科高度技能医・内視鏡外
科技術認定医により、原発性肝癌、
転移性肝癌を中心に約８割の症例
に対して腹腔鏡下手術を行ってい
ます。また大分県唯一のロボット支
援下肝切除を導入しています。
高度進行肝細胞癌（脈管浸潤陽
性、遠隔転移陽性など）に対して薬
物療法を行い、conversion手術を
目指す積極的な治療を行っていま
す。

悪性腫瘍に対して、肝胆膵外
科高度技能医・内視鏡外科
技術認定医によるロボット手
術や臓器温存などの低侵襲
手術が可能です。薬物療法
は、癌ゲノム医療や新規治療
（神経内分泌腫瘍に対するル
タテラ療法など）を行います。
最先端の治療を組み合わせ
た集学的治療により、治療成
績向上に全力を尽くします。

減量・代謝改善手術は、肥満に
糖尿病、高血圧症、脂質異常症、
睡眠時無呼吸症候群などの肥
満関連健康障害を合併し、内科
的治療に抵抗性の患者さんが
手術対象です。県内で唯一の肥
満外科治療として主に以下の
手術を行っております。
・腹腔鏡下スリーブ状胃切除術
  （左記図の手術）
・腹腔鏡下スリーブバイパス術

小児外科は15歳までの外科的疾
患から便秘症などの内科的疾患ま
で、子ども達の腹部消化管領域を
全般的に診る診療科です。鼠径ヘ
ルニアや臍ヘルニアなどの頻度の
高い疾患から、小児がんや先天的
な希少疾患など、幅広く診療を
行っています。「安全性」「根治性」
「整容性」の３つのバランスを保ち
ながら、子ども達の成長を考慮した
低侵襲治療に取り組んでいます。

講師（学内）
肝胆膵外科
平下 禎二郎

食道癌に対するQOLと根治性を考慮した新規導入低侵襲治療 ヘルニア

進行度に応じた個別化低侵襲治療 低侵襲手術および高度進行肝癌に対する集学的治療の実践

2台体制でのロボット支援大腸癌手術 膵癌・胆道癌に対する低侵襲治療・集学的治療

子ども達の成長を考慮した低侵襲治療 肥満外科領域

内視鏡手術

頚部と腹部の小さな傷のみ

集学的救済治療 鼠径ヘルニア・
腹壁瘢痕ヘルニア

腹壁瘢痕ヘルニア

食道裂孔ヘルニア

ロボット支援下
縦隔鏡下食道切除術

機能温存　SAMIT for GIST
高齢者に対する胃癌治療

内視鏡治療
縮小手術

Conversion surgery

集学的治療

光線力学療法

お腹の創

膵癌に対するロボット手術

臍ヘルニア圧迫治療

ヘルニア門

縫合糸で縛る

腹腔鏡下鼠径ヘルニア根治術

小児便秘専門外来

神経内分泌腫瘍に対するルタテラ療法

手術痕

鼠径ヘルニア

ヘルニア疾患

胃疾患 肝疾患

大腸疾患 膵臓・胆道疾患

小児外科 肥満疾患

高難度腹腔鏡下手術
ロボット支援下胃切除術

創部は目立た
ない

蛍光ナビゲーションを用いた腹腔鏡下肝切除術

高度進行肝癌に対する conversion 手術を目指した治療

腹壁
瘢痕ヘルニア

食道裂孔ヘルニア

鼠径ヘルニア

ヘルニアの発生例

大学院博士課程 ： 折本 大樹　　藤田 隼輔　　長澤 由依子　　長谷川 巧　　中村 　駿　　三吉野 航

食道胃接合部癌
NAC症例

AI支援内視鏡外科手術
研究・教育
臨床応用（手術機器開発）

薬物療法施行前 薬物療法施行後

大分県唯一の「膵癌に対するロボット手術」と
「神経内分泌腫瘍に対するルタテラ療法」

新規治療を安全に行うために症例ごとに
多職種カンファレンスを行っています

胃の切離

胃切除後

Infrapyloric area Suprapancreatic area

腹腔鏡下スリーブ状胃切除術


